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７
月
24
日（
日
）

14
時
か
ら
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
、元げ

ん

和な

の
大
殉
教
４
０
０

年
を
記
念
す
る
講

演
会
「『
元
和
の

大
殉
教
図
』
が
私

た
ち
に
語
る
こ

と
」
が
長
崎
教
区

の
主
催
に
よ
り
、

長
崎
純
心
大
学
の

片
岡
瑠
美
子
学
長

と
同
大
講
師
の
キ

ム
・
ソ
ン
グ
ン
氏

を
迎
え
て
行
わ
れ

た
。
約
60
人
の
来

場
者
の
他
、ラ
イ

ブ
配
信
を
通
し
て
聴
講
す
る

人
々
も
あ
っ
た
。

　

講
演
会
で
紹
介
さ
れ
た

図
は
、
１
６
２
２
（
元
和

８
）
年
９
月
10
日
、西
坂
で

55
人
（
う
ち
52
人
は
福
者
）

が
火
刑
と
斬
首
に
よ
っ
て
処

刑
さ
れ
た
様
子
が
描
か
れ
た

も
の
。
登
壇
し
た
片
岡
学
長

は
、は
じ
め
に
殉
教
や
日
本

の
教
会
の
聖
人
・
福
者
に
つ

い
て
話
し
、元
和
の
大
殉
教

に
関
す
る
史
料
を
紹
介
し
な

が
ら
、史
料
か
ら
読
み
取
れ

る
こ
と
を
約
１
時
間
半
に
わ

た
っ
て
熱
心
に
語
っ
た
。

純
心
と
南
山
が〝
教
育
連
携
”

純
心
と
南
山
が〝
教
育
連
携
”

覚
書
調
印
式 

行
わ
れ
る

　

７
月
17
日
（
日
）
10
時
か

ら
、学
校
法
人
純
心
女
子
学

園
（
純
心
中
学
校
・
純
心
女

子
高
等
学
校
、生
徒
４
９
０

人
）
と
学
校
法
人
長
崎
南
山

学
園
（
長
崎
南
山
中
学
校
・

高
等
学
校
、生
徒
７
１
４
人
）

に
よ
る
「
教
育
連
携
に
関
す

る
覚
書
調
印
式
」
が
、長
崎

南
山
学
園
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
は
男
女
別
学
で
あ
る

両
校
が
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
男
子
校
・
女
子
校
の
〝
教

育
連
携
〟
校
と
し
て
協
力
し

合
い
、「
種
々
の
学
び
の
共

同
企
画
を
構
成
し
、人
間
性

の
向
上
を
目
指
し
つ
つ
、多

文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
世

界
観
や
価
値
観
を
構
築
し
な

が
ら
、生
徒
個
々
の
社
会
参

加
へ
の
力
を
よ
り
成
長
さ
せ

る
こ
と
」
と
す
る
も
の
。
会

場
に
は
、両
校
の
代
表
者
、職

員
、保
護
者
代
表
ら
約
１
０

０
人
が
集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、純
心
女
子
学

園
の
山
田
幸
子
理
事
長
（
純

心
聖
母
会
）
が
あ
い
さ
つ

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
理
念

の
も
と
歩
み
続
け
て
き
た
両

校
が
、今
回
の
教
育
連
携
に

よ
っ
て
よ
り
豊
か
な
「
教
育

資
源
」
を
持
つ
こ
と
に
な
る

と
の
期
待
を
語
り
、生
徒
た

ち
の
さ
ら
な
る
成
長
を
願
っ

た
。
続
い
て
、長
崎
南
山
学
園

理
事
長
で
校
長
を
務
め
る
西 

経
一
師
（
神
言
修
道
会
）
は
、

教
育
連
携
を
受
け
入
れ
た
純

心
学
園
に
対
し
て
謝
意
を
表

し
、長
崎
大
司
教
を
は
じ
め

と
す
る
教
区
の
人
々
に
向
け

て
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、最

後
に
「
神
か
ら
あ
ず
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
、と
い
う
思
い
で

一
緒
に
育
て
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
語
っ
た
。
そ

し
て
、純
心
中
学
校
・
純
心

女
子
高
等
学
校
の
佐
古
照

美
校
長
（
純
心
聖
母
会
）
は

「
生
徒
た
ち
が
自
由
に
選
び
、

学
校
生
活
を
生
き
生
き
と
送

り
、や
が
て
は
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
た
め
の
種
々
の
学

び
が
で
き
る
よ
う
両
校
の
教

育
連
携
を
十
分
に
生
か
す
よ

う
努
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

覚
書
調
印
式
の
後
は
、中

村
倫
明
大
司
教
か
ら
の
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ

れ
た
。ま
た
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
講
演
会
、文
化
部
合
同

発
表
会
な
ど
今
後
の
予
定
が

紹
介
さ
れ
、両
校
代
表
生
徒

４
人
に
よ
る
力
強
い
「
生
徒

宣
言
」で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

７
月
３
日
、老
衰
の
た
め

逝
去
。
83
歳
。

　

１
９
３
９
年
上
五
島
冷
水

出
身
。
温
厚
な
性
格
で
面
倒

見
が
良
く
、結
婚
後
は
２
男

３
女
の
母
と
し
て
尽
く
し
て

き
た
。
特
に
次
男
英
次
の
神

学
校
入
学
を
機
に
、熱
心
な

祈
り
を
さ
さ
げ
る
日
々
を

送
っ
た
。
三
浦
町
教
会
で
は

婦
人
会
長
の
役
を
長
き
に
わ

た
っ
て
担
い
、活
動
し
た
。

　

故
人
を
よ
く
知
る
人
は
、

「
純
心
短
期
大
学
の
同
窓
生

か
ら
も
慕
わ
れ
、多
く
の
先

輩
後
輩
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、長
く
交
友
関
係
を

続
け
て
い
た
。
い
つ
ど
ん
な

時
に
も
自
分
よ
り
も
他
者
を

大
事
に
す
る
そ
の
人
柄
に
、

多
く
の
人
が
感
銘
を
受
け
て

い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

85
年
に
脳
溢
血
で
倒
れ
、

入
院
。
そ
の
後
も
く
も
膜
下

出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
の
病
気

を
繰
り
返
し
、自
宅
で
の
生

活
が
難
し
く
な
り
白
寿
荘

（
佐
世
保
市
）
に
入
所
。
10

年
ほ
ど
施
設
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
は
７
月
５
日
、

三
浦
町
教
会
で
行
わ
れ
た
。

ル
チ
ア

竹
内
満
子
さ
ん

（
竹
内
英
次
師
の
母
）

　

７
月
16
日
、ロ
ザ
リ
オ
の

聖
母
修
道
院
で
逝
去
。95
歳
。

　

１
９
２
７
年
長
崎
市
黒
崎

生
ま
れ
。
54
年
初
誓
願
、63

年
終
生
誓
願
。
戦
後
の
貧
し

さ
の
中
で
純
心
学
園
の
寮
生
・

会
員
た
ち
の
た
め
に
調
理
場

を
切
り
盛
り
し
、食
材
の
買
い

出
し
や
運
搬
ま
で
黙
々
と
果

た
し
た
。
70
年
に
恵
の
丘
長

崎
原
爆
ホ
ー
ム
、80
年
原
爆

ホ
ー
ム
別
館
、83
年
純
心
聖

母
会
本
部
と
、新
し
い
建
物

が
出
来
る
た
び
に
調
理
場
の

責
任
者
と
し
て
大
役
を
任
さ

れ
、一
手
に
引
き
受
け
て
奉
仕

し
た
。
温
か
く
寛
大
な
シ
ス

タ
ー
は
、修
道
名
か
ら
「
ジ
ャ

ン
様
」
と
呼
ば
れ
慕
わ
れ
る

存
在
だ
っ
た
。
２
０
２
１
年

ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
修
道
院
へ
。

大
腸
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
が
、

高
齢
を
理
由
に
手
術
は
し
な

い
と
決
断
、最
後
は
修
道
院
で

寝
た
き
り
の
生
活
と
な
っ
た
。

固
形
物
が
入
ら
な
く
な
る
と
、

本
人
の
希
望
で
本
河
内
の「
ル

ル
ド
の
水
」だ
け
で
過
ご
し
た
。

７
月
16
日
、「
サ
ル
ベ・レ
ジ
ナ
」

の
歌
に
合
わ
せ
て
口
を
動
か

し
、歌
い
終
わ
る
と
静
か
に
御

父
の
み
も
と
に
召
さ
れ
た
。

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

田
川
ツ
ヨ
修
道
女

（
純
心
聖
母
会
）

　

７
月
７
日
、急
性
心
筋
梗

塞
の
た
め
逝
去
。
93
歳
。

　

１
９
２
９
年
ス
ペ
イ
ン
の

グ
ラ
ナ
ダ
生
ま
れ
。
46
年
入

会
。
50
年
来
日
。広
島・東
京・

長
崎
で
働
き
、長
崎
で
は
「
黙

想
の
家
」
所
長
補
佐
（
72
～

82
年
）
の
他
、
２
０
１
７
年

か
ら
約
１
年
間
日
本
二
十
六

聖
人
記
念
館
の
３
代
目
館
長

を
務
め
た
。
多
く
の
人
々
か

ら
「
ガ
ル
シ
ア
さ
ん
」
と
慕

わ
れ
愛
さ
れ
た
。
か
ね
て
よ

り
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
親

交
が
あ
り
、19
年
教
皇
来
日
の

際
は
西
坂
の
丘
で
笑
顔
で
再

会
す
る
場
面
が
報
道
さ
れ
、感

動
を
呼
ん
だ
。
本
紙
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー（
18
年
２
月
号
）で
は
、

か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
で
宣
教
師

の
記
事
を
読
み
、被
爆
し
た
広

島
と
長
崎
の
町
を
見
て
衝
撃

を
受
け
、日
本
へ
の
派
遣
を
希

望
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
は
７
月
11
日
中

町
教
会
で
、中
村
倫
明
大
司

教
の
主
司
式
、デ
・
ル
カ
・
レ

ン
ゾ
日
本
管
区
長
、髙
見
三

明
名
誉
大
司
教
ら
の
共
同

司
式
に
よ
り
行
わ
れ
、ブ
ラ

ザ
ー
の
死
を
悼
む
教
皇
の
言

葉
が
紹
介
さ
れ
た
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・

ガ
ル
シ
ア
修
道
士

（
イ
エ
ズ
ス
会
）

　

７
月
19
日
、老
衰
の
た
め

東
京
の
ロ
ヨ
ラ
ハ
ウ
ス
で
逝

去
。
94
歳
。

　

１
９
２
７
年
メ
キ
シ
コ
・

グ
ア
ダ
ラ
ハ
ラ
生
ま
れ
。
44

年
入
会
。
53
年
来
日
。
59
年

３
月
18
日
東
京
・
神
田
教
会

で
司
祭
叙
階
。
そ
の
後
、シ
カ

ゴ
で
心
理
学
研
修
。
62
年
か

ら
長
崎
に
派
遣
、青
年
司
牧

に
あ
た
る
。
65
年
永
井
学
生

セ
ン
タ
ー
の
完
成
と
と
も
に

所
長
に
任
命
。
一
方
、長
崎
大

学
、長
崎
県
立
大
学
、長
崎
純

心
大
学
で
教
え
た
。
２
０
１

７
年
２
月
、55
年
間
滞
在
し

た
長
崎
を
離
れ
、東
京
に
異

動
。
長
崎
で
は
特
に
永
井
学

生
セ
ン
タ
ー
が
閉
じ
る
ま
で

の
44
年
間
、学
生
・
若
者
を

は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
、

教
会
内
外
の
人
々
と
幅
広
く

交
流
し
、互
い
の
集
い
、学
び
、

交
流
の
機
会
を
支
え
た
。
多

く
の
人
々
か
ら
慕
わ
れ
、洗

礼
に
導
か
れ
た
人
も
あ
っ
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
は
７
月
26
日
、

東
京
・
麹
町
（
聖
イ
グ
ナ
チ

オ
）
教
会
で
デ
・
ル
カ
・
レ

ン
ゾ
日
本
管
区
長
の
主
司
式

に
よ
り
行
わ
れ
、式
の
様
子

は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

フ
ァ
ン
・
ホ
セ
・

ア
ギ
ラ
ー
ル
神
父

（
イ
エ
ズ
ス
会
）

　
７
月
21
日
、長
崎
市
内
の
病

院
で
逝
去
。88
歳
。11
歳
の
時
、

爆
心
地
か
ら
1.4
㎞
の
自
宅
で

被
爆
。
若
い
世
代
に
原
爆
の

実
相
と
平
和
へ
の
願
い
を
伝

え
続
け
た
。
２
０
０
０
年
、当

時
の
浦
上
教
会
主
任
・
三
村

誠
一
師
に
同
行
し
、被
爆
マ
リ

ア
像
の
「
核
の
脅
威
展
」
出

品
の
た
め
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
。
２

０
０
５
年
、浦
上
教
会
被
爆
マ

リ
ア
小
聖
堂
（
同
年
８
月
９

日
祝
別
）
の
木
製
の
祭
壇
を

製
作
。
２
０
１
７
年
、か
つ
て

無
差
別
爆
撃
を
受
け
た
ス
ペ

イ
ン
・
ゲ
ル
ニ
カ
に
贈
る
た
め

被
爆
マ
リ
ア
像
を
製
作
し
、巡

礼
団
と
共
に
現
地
を
訪
れ
た
。

　

木
工
職
人
と
し
て
働
く
中

で
、
１
９
８
１
年
教
皇
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
の
来
日
時

に
祈
祷
台
の
製
作
依
頼
を
う

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、82

年
「
栄
光
式
典
社
」
を
創
業
。

「
以
来
、教
区
の
司
教
、司
祭
、

修
道
者
、信
徒
の
皆
さ
ん
を
お

送
り
す
る
仕
事
を
長
年
し
て

こ
ら
れ
た
」（
７
月
24
日
通
夜
、

中
村
大
司
教
の
感
謝
の
言
葉
）

　

葬
儀
ミ
サ
は
25
日
、浦
上

教
会
で
行
わ
れ
、多
く
の
人
が

そ
の
死
を
悼
ん
だ
。

パ
ウ
ロ

西
村 

勇
夫
さ
ん

（
栄
光
式
典
社 

代
表
取
締
役
会
長
）

教
区
家
庭
委
員
会
か
ら
ご
報
告

教
区
家
庭
委
員
会
か
ら
ご
報
告

経
口
中
絶
薬
承
認
反
対
の
署
名
活
動

　

家
庭
委
員
会
よ
り
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
５
月

以
降
、教
区
の
皆
さ
ま
に
お

願
い
し
て
お
り
ま
し
た
「
経

口
中
絶
薬
」
に
反
対
す
る
署

名
活
動
に
つ
い
て
、取
り
ま

と
め
先
の
「
長
崎
い
の
ち
を

大
切
に
す
る
会
」
様
よ
り
、

活
動
協
力
の
お
礼
状
が
届
き

ま
し
た
の
で
一
部
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
念
願
の
「
長
崎

県
か
ら
１
万
人
の
声
を
集
め

る
！
」
の
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
直
接

東
京
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
っ

て
く
だ
さ
っ
た
分
を
合
わ
せ

る
と
、カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大

司
教
区
様
（
48
教
会
）
か
ら

２
２
８
５
名
分
の
署
名
を
お

預
か
り
で
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ
の
署
名
は
東
京
の「
経

口
中
絶
薬
承
認
に
反
対
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ま
と
め

て
、厚
生
労
働
大
臣
の
も
と

へ
提
出
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
承

認
決
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、引
き
続
き
声
を
集
め
、厚

労
省
に
、国
会
議
員
に
、要
望

を
し
続
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
２
０
２
２
年
８
月
１
日
）

　

家
庭
委
員
会
は
「
す
べ
て

の
人
が
与
え
ら
れ
た
い
の
ち

を
十
全
に
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
」
と
願
っ
て
活

動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
た
び
は
ご
協
力
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
回

祖
父
母
と
高
齢
者
の
た
め

　

の
世
界
祈
願
日

　

７
月
24
日
（
日
）、カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
「
第
２
回
祖

父
母
と
高
齢
者
の
た
め
の
世

界
祈
願
日
」が
記
念
さ
れ
た
。

　

こ
の
祈
願
日
は
２
０
２
１

年
１
月
に
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
が
創
設
を
発
表
し
た
も
の

で
、イ
エ
ス
の
祖
父
母
、聖
ヨ

ア
キ
ム
と
聖
ア
ン
ナ
の
日（
７

月
26
日
）
に
近
い
、
７
月
の

第
４
日
曜
日
に
記
念
さ
れ

る
。
昨
年
の
テ
ー
マ
は
「
わ

た
し
は
い
つ
も
あ
な
た
が
た

と
共
に
い
る
」（
マ
タ
イ
28
・

20
）。
今
年
は
「
白
髪
に
な
っ

て
も
な
お
実
を
結
ぶ
」（
詩
編

92
・
15
）
だ
っ
た
。
一
方
、日

本
で
は
国
民
の
祝
日
と
し
て

９
月
の
第
３
月
曜
日
を
「
敬

老
の
日
」と
定
め
て
い
る
。「
多

年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し

て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、長

寿
を
祝
う
」（
内
閣
府
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
）
日
と
さ
れ
る
。

　

こ
こ
数
年
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、多
く
の
小
教
区
で
は
教

会
で
の
敬
老
の
お
祝
い
会
を

中
止
し
て
い
る
が
、今
年
７

月
24
日
の
祈
願
日
に
合
わ
せ

教
区
家
庭
委
員
会
が
つ
く
っ

た
動
画
を
紹
介
し
た
い
（
写

真
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
視
聴

で
き
る
）。
集
ま
っ
て
祝
う

こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念

だ
が
、「
祖
父
母
と
高
齢
者

の
た
め
の
世
界
祈
願
日
」「
敬

老
の
日
」
を
あ
ら
た
め
て
心

に
か
け
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。�

（
広
報
）

7月24日 配布資料の訂正

　講演会のときにお配りした資料に誤りがあり
ました。訂正し、お詫び申し上げます。

【祝日】日本 205 福者殉教者（9月10日）
【殉教年】1617－1632 年
【列福】1867 年（誤）レオ 13 世 ⇒ （正）ピオ 9 世

　

聴
講
者
の
一
人
は
、「
元

和
の
大
殉
教
と
い
う
言
葉
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

26
聖
人
の
よ
う
に
は
知
ら
な

か
っ
た
。
分
か
り
や
す
く
話

し
て
い
た
だ
い
て
、
４
０
０

年
前
の
殉
教
者
の
証
し
が
今

も
こ
の
よ
う
な
形
で
残
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
。（
２
０
５
福
者
の
）

記
念
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

「元和の大殉教」について学ぶ「元和の大殉教」について学ぶ

片岡学長キム講師

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
４
日

ま
で
は
「
す
べ
て
の
い
の
ち

を
守
る
た
め
の
月
間
」
で
す
。

こ
の
月
間
は
、教
皇
訪
日
の

翌
年
２
０
２
０
年
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
祈
り
と
行
動
を

も
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
わ
た
し
た
ち
は
『
話
せ

ず
、語
れ
ず
、声
が
届
か
な

い
』
被
造
物
や
貧
し
い
人
々

の
叫
び
に
耳
を
傾
け
る
よ
う

招
か
れ
て
い
ま
す
」（
２
０
２

２
年
、日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
協
議
会
会
長
談
話
か
ら
）

９
月
１
日
～
10
月
４
日

す
べ
て
の
い
の
ち
を

す
べ
て
の
い
の
ち
を

　
　
　
　
守
る
た
め
の
月
間

　
　
　
　
守
る
た
め
の
月
間


